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認定ＮＰＯ法人さわおとの森 

強度行動障害支援者養成研修 学則 

 

【事業所の名称・所在地】 

第１条 本研修は、次の事業所が実施する。 

      認定ＮＰＯ法人さわおとの森 

      〒981-0112 宮城県宮城郡利府町利府字八幡崎６３番１ 

      

【目 的】 

第２条 この事業は、行動障害を有する者のうち、いわゆる「強度行動障害」を有する者に

対し、適切な支援を行なう職員の人材育成を目的とする。 

   

【実施課程及び形式】 

第３条 前条の目的を達成するために、次の研修事業（以下研修という。）を実施する。 

宮城県居宅介護従業者養成研修事業実施要綱に定める 

    ・強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）課程 

    ・強度行動障害支援者実践研修（実践研修）課程 

 

【研修事業の名称】 

第４条 研修事業の名称は、次のとおりとする。 

    ・強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 

    ・強度行動障害支援者実践研修（実践研修） 

 

【研修事業計画】 

第５条 本事業は、毎年度下記のように実施する。 

 

 

 

 

 

【受講対象者】 

第６条 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修）・・・原則として、障害福祉サービス事

業所等において、知的障害、精神障害のある児者を支援対象にした業務に従事している

者又は予定者 

   強度行動障害支援者養成研修（実践研修）・・・強度行動障害支援者養成研修【基礎

研修】修了者 

 

【研修参加費用】 

第７条 研修参加費用は次の通りとする。 

 

回数 実施期間 募集定員 

１回～２回 
1ヶ月～ 

 ２ヶ月以内 
各２１名 
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【使用教材】 

第８条 研修に使用する教材は、強度行動障害のある人の「暮らし」を支えるとその教材Ｄ

ＶＤ（中央法規出版、特定非営利活動法人全国地域生活支援ネットワーク監修）を使用

する。 

 

【研修カリキュラム】 

第９条 研修を修了する為に履修しなければならないカリキュラムは基礎研修および実践

研修共に別表 1の通りとする。 

    

【研修会場】 

第１０条 前条の研修を行うために使用する会場は、下記の通りとする。 

講義部分：オンライン（zoom） 

演習部分：地域拠点センター 

〒981-0112 利府町利府字八幡崎６３番１ 

 

【担当講師】 

第１１条 研修を担当する講師は別紙『宮城県強度行動障害支援者養成研修（基礎研修・実

践研修）開催要綱』の通りとする。 

 

【募集手続き】 

第１２条 募集手続きは次の通りとする。 

（１） 研修受講希望者は、当法人宛に受講希望の旨を連絡する。（募集期間内に直接持参

又は郵送か FAXで申し込む）。 

（２） 希望者は、募集期間であれば、定員に達するまで応募を受け付ける。 

（３） 受講決定者は、指定された期日までに受講料を納入する。納入方法は、直接持参ま

たは振込とする。但し、一度納入した受講料は、いかなる場合も返還はしない。 

 

【研修の実施方法】 

第 1３条 研修の実施方法等については次に定めるとおりとする。 

（１）講義部分：オンライン（zoom）研修 

（２）演習部分：集合研修での事例検討・分析に関する演習、グループワークによる演習 

 

【修了の認定】 

第 1４条 第９条に定めるカリキュラムをすべて受講したものを修了と認定する。 

内訳 金額 納付形態 納付期限 

受講料 
基礎研修・実践研修 

各 １５,０００円 
一括納入 

受講開始一週間

前まで 

テキスト代 

（第８条） 
税込み３,５２０円 〃 〃 
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【研修欠席者の扱い】 

第 1５条 理由の如何に関わらず、研修開始から２０分以上遅刻した場合は欠席とする。ま

た、やむを得ず欠席する場合は電話等で当法人に必ず連絡する。但し、演習の欠席は

認められない。出欠の確認は口頭での確認により出欠表に記載される。 

 

【補講について】 

第１６条 本研修の一部を欠席した者は、欠席した時間に相当する時間を、担当講師による

補講を受けることにより、当該科目を修了した者とみなす。補講に関する受講料につ

いては、別途徴収する。また、補講の実施は当法人において実施する。 

２ 受講料は、一時間につき１，０００円とする。 

 

【受講の取り消し】 

第１７条 次の各号に該当する者は、受講を取り消すことができる。 

（１）学習意欲に著しく欠け、修了の見込みがないと認められる者。 

（２）研修の秩序を乱し、その他受講者としての本分に反した者。 

 

【修了証書等の交付】 

第１８条 研修修了の認定方法は次に定めるとおりとする。 

（１）第１４条により修了を認定された者は、当法人において、宮城県居宅介護従業者養

成研修事業実施要綱により修了証書を交付する。 

（２）修了証書の紛失があった場合は、修了者の申し出により再発行ができる。ただし、

修了証書の再発行にかかる料金については、それぞれ 1 枚につき１,０００円を受

講者の負担とする。 

 

【修了者名簿管理の方法】 

第１９条 修了者名簿の管理方法については次に定めるとおりとする。 

（１）修了者は修了者台帳に記載し、宮城県より指定された様式に基づき宮城県知事に報

告する。 

（２）修了者の出席・成績に関する書類、実習終了確認書、受講者及び修了者に関する台

帳は、当法人にて５年間、これを保管する。 

 

【研修事業執行組織及び連絡先】 

第２０条  〒981-0123 宮城県宮城郡利府町利府字八幡崎６３番１ 

認定ＮＰＯ法人さわおとの森 

       強度行動障害支援者養成研修事務局（利府こども発達センター内） 

連絡先：０２２－２９０－３５６７ 

 

【施行細則】 

第２１条 この学則に必要な細則並びに、この学則に定めのない事項で必要がある    

と認められる時は、宮城県と相談し当法人がこれを定める。 
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      （附則） 

    この学則は、平成３０年９月１日から施行する。 

この学則は、令和３年６月１日から施行する。 

この学則は、令和４年６月１日から施行する。 

この学則は、令和５年４月１日より施工する。 

 


